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	報 告 者 氏 名
	平木洋一

	大 会 名　　　　　
	IODA NORTH AMERICAN CHAMPIONSHIP 2011

	開 催 地　　　　　
	Los Angeles, USA

	大 会 期 間    　　
	June 29 to July 7


　　　

	チャーター艇

メーカー
	WINNER
DenMark 12 TI 

（新艇）
	マスト、ブーム

スプリット
	ブラックゴールド

(新品)
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	オプティパーツ M5


	気象について
	大会期間中は、晴れ。湿気がすくなく、適度な風があり日本の夏より過ごしやすい。ただし、日差しが強い日中は汗ばむ気候でした。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	陸上は過ごしやすいですが、レース海面は著しく気温が低かったです。また、海水温も低く春先の日本の海を思わせる海面でもありました。風の傾向としては、基本的にあまり振れません。しかし、日によって、時折振れる事もありました。風速は、平均6m ～ 7m.。海流は早く強い。

	帆走指示書内容

で特記事項
	出艇・帰着申告等は規定されていませんでしたが、回転報告書（セールナンバーとサイン）の記載が必要でした。また、第三マークはゲートでした。その他、帆走指示書内容で特記するような事項はありませんでした。

	レースコース図
	[image: image2.emf]

	コーチボートについて
	2カ国ずつシェア。日本はニュージーランドとシェアした。ゴムボートでハードボトム製で、機能的には問題はありませんでした。レース期間中、ガソリンの補充は、ニージーランド側が行い、最終日に折半しました。しかしながら、レース海面の気温・水温の低下に伴い、空気の収縮が生じエアーの補充が必要でした。
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· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	選手の体格について、日本チームとの差は認められません。思ったより、小柄な選手が多かったような気がします。夕刻になるにつれ、強風になる海面であったため、強風時に艇を起こせる選手がボートスピードを得られたのではないかと思います。

	　艤装品について
	ほぼ、全員がチャーターボート使用のようだった。マスト・フォイルについても同様です。一部の選手のみ、ブーム・マスト・スプリットを持ち込んで使用していました。セールはＪセールを使用している選手が圧倒的に多かったように感じられました。

	　セッティング等
	日本チームと海外チームで異なるセッティングは無かったと思います。日本チームでは、選手各自でセッティングを行い、海上計測でペナルティーを受けない様、出艇時に重ねてチェックを行いました。また張り索が良く延びるので、ブームの間の最大隙間を10cm以内になる様、出艇前に何度も張り直しました。新艇のチャーター艇のためか、マストステップ調整用のナットが2日目で回らなくなり、マストレイキ調整が出来なくなった艇が4艇中2艇あった。Winner の方に伝え修理して頂いた。

	海上での練習方法
	計測前日にUSAは、午前・午後とも湾内で短めのコース練習を行っていた。大会前日では、各国伴レース海面に出て、基本練習を行っていた。

	　セーリング技術
	ブームを無茶苦茶引き込んで走っている選手が見受けられました。レース当初から気になっていたため、GER のコーチに訪ねると、J sailは、強風で、体重が重い選手は引き込んでも速度は落ちず、ゲインが得られるとの情報提供がありました。

	　戦術、戦略など
	Practice Race から、スタート直後よりロング右１本を引く選手が多く見受けられました。左に引く選手は殆どいなかったです。スタボードでスタートして、タックを返すタイミングが重要と思われました。殆ど振れのない風のため、スタートを決めタックのタイミングにより勝敗が決まる様なレースでした。

	　日本選手が

　劣っていること
	日本選手が特に劣っていることについては一概に言えませんが、チームレースの対策強化は必要と思われました。スタートの位置取りは全レースにおいて、各自が慎重に判断し良好なスタートを行っていたと思われました。しかし、潮の影響もあり最前列に位置しないスタートも幾度か見られました。潮の強い場合のスタートの対策が必要と思われました。他国の選手とのコミュニケーションはとても積極的でしたが、基本的な英会話が出来たなら更に良好なコミュニケーションが図れたと思います。

	日本選手が勝っていること
	選手個々により得意な走り（クローズを得意とする選手や、フリーが得意な選手）があり、得意点を生かした走りで、順位の挽回を図ろうとする努力が見られました。また、コース取りも思い切ったコースを引き、チャレンジ精神が見て取れました。チーム内のコミュニケーションも良好でありました。精神面では勝っていると感じられました。

	日本チームとしての課題
	チームレースの練習は、今以上に必要と思われます。また、コース取りや、スピード、トリム等、どこが上位の選手と異なっているかを判断し、その解決策を見つける力が大切と思われました。何か一つでも解決策を見いだせるなら、結果に反映できるものと思われます。

	　ＪＯＤＡへの要望
	北米チームは、3日間のNT合宿が終わった後、2日間和歌山に残り練習を行いました。所属クラブ、学年の違う選手の結束を高めること、選手一人一人の性格や技量をお互い理解するのに非常に有効だったと思います。時間が許せば、このような良好なチーム作りが出来る機会を与えて頂くと良いと思います。

	　　　その他
	①オフィシャルのホテル (Crowne Plaza Hotel) から、ハーバーまでシャトルバスで移動も可能でしたが、レンタカーを借りました。チームで自由に移動できるため、大変有効であったと思います。
②日が長く、日没が午後8時位であるため、午後5時であってもスタートさせる日もありました。風は冷たく、海水温は低いため、防寒対策は必須と思われます。今後、この時期に Cabrillo Beach で大会が開催される場合、ウェット程度は準備しておいた方が無難と思われます。

③ホテルの食事は、すぐ飽きるためカップラーメンは持参した方が良いと思われました。

④レース中は沖弁（サンドイッチ）でしたが、食べない選手もいました。確実にカロリーを消費しているはずですので、食が進まない選手のために、高カロリーで食べ易いチョコレート等を準備しておくと良いと思われました。
JODAの皆さまをはじめ、ご尽力頂きました皆様方、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

